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●国連の持続可能な開発目標ＳＤＧｓは、「我々の世

界を変革する：持続可能な開発のための２０３０アジ

ェンダ 」により、２０１５年９月２５日第７０回国

連総会で採択された。 

２０１９年頃から、企業はＳＤＧｓ取組をメディア、

雑誌広告欄、ＨＰなどに宣言し、社内外にＳＤＧｓを

推進していることを強調してきた。 

本書では、ＳＤＧｓ推進が経営面に貢献するために、

ＳＤＧｓ取組宣言から脱皮し、定量的目標管理導入方

法及びその効果を紹介する。 

●更に、ＩＳＯ９００１品質／ＩＳＯ１４００１環境

／経産省創設「おもてなし規格認証」等の審査や監査

時に、併行してＳＤＧｓの関連目標の実施状況を評価

し、定量的目標管理による成熟度レベルを把握する方

法、そのＳＤＧｓ成熟度レベル評価登録証の発行方法

を紹介する。 

読者のＣＳＲの理解促進のために「この規格の概要

及び図・表を多用した規格の見える化」、「ＣＳＲと

は」、「近江商人精神“三方よし”とＣＳＲとの関連」

及び「いろいろな業種に対するＣＳＲを考える」の説

明も加えています。 

また、この規格の課題に対する関連する行動及び期

待が実行されているかを検証する「ＩＳＯ２６０００

検証システム」（ＥＱＭＬ開発）の活用方法及びこの

検証結果を「レーダーチャート及び非財務指標（ＣＳ

Ｒ検証結果）と財務指標（営業業務指標：ＫＰＩ）と

の相関図」などで見える化する評価・分析方法を紹介

します。ＣＳＲ投資の効果を定性的、定量的な見方を

紹介し、並びに海外の投資家、格付け機関から不思議

な目で見られている日本企業の画一的なＣＳＲ報告

書からの脱皮の方法にも触れています。 

●２０２１年６月にサービスエクセレンスＩＳＯ

２３５９２が発行され、このベースとなるＣＳ（顧

客満足）／ＥＳ（従業員満足）を推進できる組織能

力が、おもてなし規格認証と同じなことから、２０

２１年１２月末までに改定版「おもてなし規格認証

（おもてなし規格はＩＳＯ２３５９２に準拠した

基準を導入）規格が策定され、２０２２年１月から

３月末の試行期間を経て２０２２年４月から正式

発行となりました。 日本ＣＳＲ協会は、この内容

の充実化、理解し易いＩＳＯ推進方法等を審査要望

５０社程に事前説明などを通して支援してきまし

た。 

●本書は、このＩＳＯ２３５９２規格に対するおも

てなし規格やＩＳＯ９００１規格との比較表を作

成し、その推進方法及びＳＤＧｓやＩＳＯ２３５９

２規格の成熟度評価分析方法を紹介しています。 
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この本は「成長と成功」をテ

ーマに、ＴＰＣ主要メンバーが

感想や思索などを思うままに書

き綴った【随想】、関係者からお

寄せいただいた【寄稿】、最後に

活動の歴史【会議録】の３つの

パートで構成、組織と個人の成

長をつまびらかにすることで、

ＥＱＭＬ、ＪＣＳＲＡ２つの組

織の成功の秘訣を明らかにして

いきます。 

 一人一人の貴重な経験が、コ

ロナ禍という困難な時代を生き

る人々の、知恵となり、勇気と

なり、希望となり、そして生き

る力となれば幸いです。 

ゲーテ友の会主催のＳ教授か

ら、哲学者ゲーテの思想【若い

頃は、富士山の裾野におり

「everything of something」の

ように、いろいろ経験し幅広い

人間になろう。いろいろ経験し

て 頂 上 に 近 く な れ ば 、

「something of everything」の

ように、経験の中から自分が本

来進むべき道を決めよう！】の

行動をとり、経験を積み重ねて

きました。その結果、共通の行

動として本来進むべき道として

「社会課題抽出・改善による地

域活性化に」貢献する多様な経

験をまとめたので、紹介する。 
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